
 

 

（様式２・中学校用①）                                 
 令和３年度 学 校 評 価 報 告    

                               草加市立 松江 中学校 
                                       （令和４年１月２５日作成） 

１ 学校教育目標 
 

ま  学ぶ意欲のある生徒  （かしこく）  知 
つ  強い心と体をもつ生徒 （たくましく） 徳・体 
え  笑顔あふれる生徒   （あたたかく） 和・輪 

２ 重点目標・努力目標 ３ 前年度の成果と課題 
１ 教師ひとりひとりの授業力の向上＜子どもの魂を揺さぶ 

  り、興味・関心をを高める工夫、読解力の向上、学びを 

  深める工夫＞ 

２ 集団生活を通した豊かな人間性の育成＜生徒会活動･専門

委員会活動の充実･感謝・敬愛・礼儀・正義・自律・努力＞ 

３ 共感的な人間関係の育成＜生徒指導･教育相談体制･道徳授

業の充実･特別支援教育の充実･いのちを大切にする教育の

充実＞ 

４ 教育環境の整備（ユニバーサルデザインの考え方）＜子ども

の自己存在感が感じられる教室掲示の工夫＞ 

５ 令和４年度の研究発表を見据えた研究の推進＜研究主題、 

研究組織を整え、小学校との連携を深めていく＞ 

○学校教育目標、目指す学校像を意識した教育活動が推進され 

 一定の成果を上げることができた。 

○生徒指導上の様々な問題に対し、職員一人一人の共通理解 

 と組織的対応により、粘り強く指導し、改善が図られた。 

○幼保小中を一貫した教育の取り組みでは、推進にふさわし 

 い組織作りや１５年間を通じた教育課程の編成ができ、 

 成果をあげることができた。 

●学力向上に向け、「主体的・対話的で深い学び」の実現に 

 向けた指導法の工夫を組織的に取り組み、さらに深める。 

●新学習指導要領全面実施に向けて、全教科・領域において、 

 計画的に準備を行う。特に、道徳科の評価についての研修 

 を深める。 

 

４ 評価表 ※評価基準〔Ａ：十分達成している Ｂ：おおむね達成している Ｃ：やや不十分である Ｄ：不十分である〕 
領 域 評価項目 評価の観点 評価 成果と課題 ○成果 ●課題 

 
 
 
 
 
 
Ⅰ 
 
学 
校 
運 
営 
に 
関 
す 
る 
も 
の 

①組織運営 ・学校経営目標、方針 
・校務分掌組織 
・適所への適材配置 
・職員会議等の運営 
・予算の執行・決算、監査等 

 
A 

○学校教育目標を意識した教育活動が進められた。 

○企画委員会、職員会議や各種会議が適切に行われて 

 いた。 

○校務分掌組織の見直しを進めた。 

②研究・研修 ・研究組織、計画、実施 
・校内研修の推進 
・授業改善への取組 
・校外研修会への参加 
・人材育成 

 
A 

○幼保小中を一貫した教育を推進するために、小中学 

 校で授業を相互に参観し、教職員の授業力の向上を 

 図った。 

●来年度の「主体的・対話的で深い学び」「自己肯定感 

･自己有用感の育成」松江中学校区研究発表に向けて 

指導案検討会や研究授業を継続して行う。 

③保健管理・安全管理 ・保健計画、安全計画 
・環境衛生の管理 
・健康観察、安全点検 
・緊急事態発生時の対応 
・危機管理マニュアルの作成・活用 

 
A 

○コロナ禍の中、生徒の健康観察や校内の衛生管理等 

 が適切に行われた。 

○zoomを使った集会行事において、コロナウイルスに 

 感染しないための呼びかけなどを細かく行うことが 

 できた。 

④情報管理・施設設備管理  
・個人情報の管理、保護 
・施設設備の管理と有効利用 

 
B 

○個人情報の管理・保護は、ほぼ適切に行われている 

○点検活動や修繕等、積極的に進められた。 

○トイレが改修され、きれいなトイレを大切に使おうと

いう意識が育まれた。 

●学校の備品や職員の机上の整理整頓を徹底する 

⑤地域との連携 
  開かれた学校 

・学校情報の発信 
・学校公開の実施 
・学校運営協議会の推進 
・地域、校種間連携 
・PTA活動の活性化 

 
B 

○学校だよりを充実させ、学校のホームページに日常 

の様子を掲載した。。 

●家庭・地域との連携や地域の人材活用をさらに強め 

 ていく工夫が必要である。 

⑥幼保小中を 
 一貫した教育 

・目指す子ども像の共有 
・１５年間を通じたカリキュラムの編成 
・一貫教育推進のための組織づくり 

 
B 

○コロナ禍の中、例年通りの行事が実施できなかった 

 が、Zommによる合同研修や小中相互での授業参観・ 

 作品交流などの取組ができた。 

○今年度も小学校への乗り入れ授業を実施することが 

 できた。(算数･数学) 

●次年度の取組について、幼保小と確認をする。 

 



 

 

（様式２・中学校用②）                                 
                                                          草加市立 松江 中学校 
 領 域 評価項目 評価の観点 評価 成果と課題 ○成果 ●課題  

 

Ⅱ 
 
教
育
活
動
に
関
す
る
も
の 
 

①教育目標・教育計画 ・１５年間を通じたカリキュラムの編成、実施 
・教育計画の作成 
・教育活動の評価 
・目標、方針の周知 
・授業時数の配当、確保 

 
A 

○授業時間は確保し、教育課程の編成はおおむね適切 

 である。 

○日々の教育実践の中で、目標や方針の周知を徹底さ 

 せることが出来た。 

●新しい教育課程の編成や年間の行事配列を見直し、 

 適切に行う。 

②教科指導 ・指導計画の立案 
・主体的・対話的で深い学びの 

視点に立った授業改善 
・評価、評定の工夫 
・外部人材の活用 

 
B 

○板書の工夫やＩＣＴの活用などにより、生徒の興味 

 関心を引き出す授業を心がけた。 

○校内研修では授業参観期間を設け、授業について意 

 見交換をするなど互いの授業改善に活かせた。 

●「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた指導 

 法の工夫を組織的に研究し、深めていく。 

③道徳教育 ・全体計画の作成 

・各教科との関連 

・道徳的実践力の育成 

・家庭、地域社会との連携 
・いのちの教育の推進 

 
A 

○道徳の時間においては、ローテーション授業や研究 

 授業を含め様々な取組を実施することができた。 

○授業実践の資料を活用した取組が実践されていた。 

●適切な評価についての研修や教材の蓄積・共有を 

行っていく。 

④特別活動 ・指導計画の立案 
・学級活動、学級経営 
・学校行事 
・生徒会活動 

 
A 

○本部・各専門委員会等、生徒の主体性を活かした様々な取組 

が効果的に行われた。 

○３年間を見通した年間指導計画をもとに、行事計画や集会計

画を見直し、委員会活動の活性化につなげることが出来た。 

●自己肯定感･自己有用感を育む、意図的･計画的な学級経営。 

⑤「総合的な学習の 
  時間」の指導 

・指導計画の立案 
・指導内容の充実 
・指導方法の工夫と改善 
・評価の工夫 
・地域の人材・物的資源の活用 

 
A 

○「命の大切さを学ぶ授業」など、３年間を見通した 

 全体計画・年間指導計画の着実な実践が定着してき 

 た。 

○新学習指導要領の完全実施に向けての取組が出来た 

⑥生徒指導 ・組織的な生徒指導 
・問題行動への対処 
・教育相談、生徒理解 
・いじめ防止対策 
・保護者、地域、諸機関との連携 

 
A 

○基本的生活習慣の定着に向け、生徒の自主性を活か 

 した積極的な指導が行われた。 

○教職員の共通理解のもと、組織的な指導体制の強化 

 が図られた。 

⑦キャリア教育 ・組織的なキャリア教育 
・指導方法の工夫と改善 
・啓発的経験の充実 
・進路情報の収集・活用 
・職場体験活動 

 
A 

○計画していた職場体験や上級学校訪問などの「体験 

 的活動」は実施できなかったが、それに変わる内容 

 を各学年で工夫して行うことができた。 

 ※１学年→履歴書作成 ２学年→高校調べなど 

⑧特別支援教育 ・個別の指導計画、支援計画 
・指導方法の工夫と改善 
・通常学級との交流 
・諸機関との連携 
・校内支援体制の整備 

 
B 

○特別支援学級の設備も整い、円滑に運営されている。 

○支援が必要な生徒に対して、適切な支援体制ができ 

 た。 

●生徒・保護者の一人ひとりの願いや思いを大切にし 

 た支援について、今後も取り組みたい。 

⑨学校図書館教育 ・指導計画、支援計画の作成 
・図書館補助員の活用 
・諸機関との連携 
・図書館の整備 
・図書館利用の工夫 

 
A 

○学校司書との連絡が密に行われ、図書室の利用や読 

 書 週間、借りる冊数が多い生徒の表彰等への取り 

 組みが 積極的に行うことができた。 

●図書室の利用を授業や昼休み等において、利用しや 

 すいようにさらに工夫していく必要がある。 

⑩情報教育 ・教育計画の作成 
・校内研修の充実 
・ＩＣＴ機器の積極的な活用 
・情報モラル教育の推進 

 
B 

○授業や集会行事においてＩＣＴ機器を積極的に活用 

 している。 

●全教員が機器を効果的に活用すべく、活用法につい 

 ての研修を推進していく必要がある。 



 

 

⑪人権教育 ・全体計画の策定 
・各教科との関連 
・人権感覚の育成 
・校内研修の充実 

 
B 

○全教育活動を通じて、差別を許さない生き方を育て、 

 お互いを認め合う態度を育てることができた。 

●校内研修で計画的に取り上げ、教職員の理解を深める。 

 
（様式２・中学校用③）                                 
                                                       草加市立 松江 中学校 
 領域 評価項目 評価の観点 評価 成果と課題 ○成果 ●課題  

 

Ⅲ 
 
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り 

 

確かな学力  
・指導計画の立案 
・わかる授業づくり 
・指導方法の工夫と改善 
・評価、評定の工夫 
・外部人材の活用 

 
B 

○板書の工夫やＩＣＴの活用などにより、生徒の興味 

 関心を引き出す授業を心がけた。 

○校内研修では授業参観期間を設け、授業について意 

 見交換をする等、互いの授業改善に活かせた。 

●「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた指導 

 法の工夫を組織的に取り組み、深める。 

豊かな心  
・全体計画の作成 
・各教科との関連 
・道徳的実践力の育成 
・家庭、地域社会との連携 

 
A 

○道徳の時間等、日々の生活の中で様々な取組が実践 

 できた。 

○「松中 PRIDE」の推進。 

○授業実践の資料を活用し、工夫・改善が行われた。 

●新学習指導要領の完全実施に向けて、道徳科の評価 

 の研修を深める。 

幼保小中を一貫した 
教育の推進 

 
・幼保小との連携 
・研究発表に向けた取組 

 
B 

○コロナ禍の中、例年通りの行事が実施できなかった 

 が、Zommによる合同研修や小中相互での授業参観・ 

 作品交流などの取組ができた。 

○今年度も小学校への乗り入れ授業を実施することが 

 できた。 

●次年度の取組について、幼保小と確認をする。 

 
 

５ 総合評価（学校関係者評価を含む） 

・学校教育目標、目指す学校像を意識した教育活動が推進され、一定の成果を上げること 

 ができた。 

・生徒指導上の様々な問題に対し、職員一人一人の共通理解と組織的対応により、粘り強 

 く指導し、改善が図られた。 

・幼保小中を一貫した教育の取り組みにおいては、【推進するためにふさわしい組織】や 

 【１５年間を通じた教育課程の編成】ができ、また【目指す子ども像の共有】が図れ、 

 成果をあげることができた。 
・全体としては良好であったが、「基礎学力」、「思考力・判断力・表現力」、「思いやり 
 の心」、「規範意識（道徳性）」の育成の要望があった。 

６ 次年度の改善策 

・学力向上及び次年度の発表に向けて「主体的・対話的で深い学び」の実現をめざした 

指導法の工夫に組織的に取り組み、さらに深めていく。 

・新学習指導要領全面実施にともない、全教科・領域において今年度の取り組みを見直す。
特に道徳科の評価についての研修を深めていく。 

・「幼保小中を一貫した教育」に継続して取り組み、生徒の学力向上、及び教員の授業力 

の向上を図る 

・不登校や問題行動について、未然防止の観点で環境づくりと積極的な生徒指導を引き続 

 き推進する  

・開かれた学校づくりを目指すため、学校行事への参加、環境整備事業への協力等、子ど 

 もたちをともに育てる意識を高めることにより、学校、家庭、地域との連携をさらに強 

 化していく。 

・支援が必要な生徒に対して、適切な支援ができる体制を充実させる。 

 


